
資料３ 

今後のＰＣＢ廃棄物搬入計画について 

 

１ 大阪市ＰＣＢ廃棄物処理計画 

  平成 17 年３月に策定した「大阪市ポリ塩化ビフェニル廃棄物処理計画」の基本

方針では、当初の２ヵ年（平成 20 年 10 月末）で処理を完了することを目途にして

いる（大阪市内のＰＣＢ廃棄物の先行処理）。 

 (参考)「大阪市ポリ塩化ビフェニル廃棄物処理計画（平成１７年３月）」 

  ２ 基本方針 

 (１) 大阪市内に保管されているＰＣＢ廃棄物は、日本環境安全事業（株）の拠点的広域

処理事業で処理することとし、当初の２ヵ年で処理を完了することを目途とする。 

 

２ 大阪市内のＰＣＢ廃棄物搬入等の状況 

（１）大阪市内のＰＣＢ廃棄物の搬入状況（平成 18 年 10 月～平成 20 年 6 月末） 

ＰＣＢ廃棄物 保管数量 

（ＪＥＳＣＯ登録台数）

搬入実績 

（平成 20 年６月末） 

トランス類（台） １，２９８   ５０５（約３８％） 

コンデンサ類（台） １１，１９７ ７，６１０（約６８％） 

廃ＰＣＢ等（本） ３０９ １２５（約４１％） 

  

（２）未処理のＰＣＢ廃棄物の内訳とその要因 

未処理の保管数量 ＰＣＢ廃棄物 

合計 本市施設 此花区 

トランス類（台） ７９３ ５９５＊１ ０ 

コンデンサ類（台） ３，５８７ ４５３＊2 ２１５ 

廃ＰＣＢ等（本） １８４ ９０ ０ 

       ＊１：市域外保管８台を含む。 ＊２：市域外保管９７台を含む。 

（未処理の要因） 

   ・保管場所により搬出できない機器等がある。 

   ・使用中の機器がある。 

   ・経済的に費用を捻出できない保管事業者がある。 

   ・処理対象機器が、平成 17 年３月の処理計画策定当初より約１，４００台増

加している。 

保管事業者の事情等から、平成 20 年 10 月末までに大阪市内のＰＣＢ廃棄物の

処理を完了することが困難な状況である。 



３ 今後のＰＣＢ廃棄物処理 

（１）大阪市内の未処理ＰＣＢ廃棄物の早期処理 

  ・大阪市内の未処理ＰＣＢ廃棄物を早期に処理するため、その保管状況を詳細に

把握し、引き続き計画的な処理を進めるよう民間企業に周知や本市関係部局に

対し予算化確保を強く要請する。 

  ・搬出困難物等の処理について、早期適正処理のあり方を国に要請する。 

 

（２）近畿２府４県内（大阪市を除く）のＰＣＢ廃棄物の搬入 

   大阪ＰＣＢ廃棄物処理事業では、大阪市内保管のＰＣＢ廃棄物を先行処理して 

  きたが、保管事業者の事情等により大阪事業所への搬入量が処理施設の処理能力 

  を下回る状況となってきている。しかし、大阪ＰＣＢ廃棄物処理事業では、平成 

27 年３月末までに近畿２府４県内のＰＣＢ廃棄物の処理を完了する計画になっ 

ている。そのため、大阪市内のＰＣＢ廃棄物の処理先行期間であるが、近畿２府 

４県内のＰＣＢ廃棄物の処理を円滑に進めるため、大阪市域外のＰＣＢ廃棄物を 

搬入する必要がある。 

なお、大阪市域外のＰＣＢ廃棄物の搬入にあたっての考え方は、次のとおりと 

する。 

・大阪市内に保管されているＰＣＢ廃棄物の処理を引き続き進めていく。 

・大阪市域外からの搬入は、近畿２府４県の府県市の産業廃棄物処理行政担当

者で構成する「近畿ブロック産業廃棄物処理対策推進協議会ＰＣＢ廃棄物広

域処理部会」で承認された搬入スケジュールに基づき行う。 

・大阪市域外からの搬入にあたっては、阪神高速道路を通行することや大阪市

内等で中継保管を行わないことなど環境保全や安全対策に万全を期すもの

とする。 
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  大阪府
（大阪市除く）

6,989 34% 3.5

兵庫県 6,153 30% 3.0

滋賀県 2,088 10% 1.0

京都府 2,977 15% 1.5

奈良県 1,281 6% 0.5

和歌山県 944 5% 0.5

計 20,432 100% 10.0

　 行政機関等保有者
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大阪事業における重点搬入スケジュール

○　多量等保管事業場：トランス類及びコンデンサ類を合計３０台以上保有している保管事業場は、重点期間にかかわらず計画的に処理を進める。

　　　　　　　　　　　　　　　なお、各行政は、保管台数に関係なく継続的に処理を進めるものとする。

○　21年度以降の搬入については、１年間の実施結果を見て見直しを行う。

 　多量等保管者(30台以上)
         （全府県政令市対象）
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○　大阪市内：平成２０年度１０月末まで大阪市内優先で処理。但し、予算・使用中、漏れ品等、全量処理は不可能であるため、１１月以降も一定量の受入枠は確保しておく。

○  少量保管事業場：トランス類及びコンデンサ類の合計が３０台以下の保管者は、府県の全体保管量に応じて重点期間を設け早期登録順に処理を進める。

H２６

定

期

点

検

定

期

点

検

H２０ H２１

5

小

規

模

点

検

12

実施結果を見て
見直しを行う


	事業監視委員会（資料３）
	地域拡大スケジュール（資料　３）
	地域拡大スケジュール


